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全
国
に
恥
ず
か
し

く
な
る
話
題
を
提
供

し
た
富
山
市
・
県
の

政
務
活
動
費
を
め
ぐ

る
不
正
事
件
、
そ
の

言
い
訳
は
あ
き
れ
る

ば
か
り
。
市
民
の
た
め
の
市
政

の
在
り
方
の
調
査
や
研
究
の
た

め
の
費
用
と
は
と
て
も
言
え
な

い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
▼
不
正

辞
職
し
た
議
員
の
地
元
の
方
が

「
恥
か
し
い
こ
と
し
な
い
で
」

と
怒
り
を
伝
え
た
ら
、
議
員
の

取
り
巻
き
の
人
に
「
地
元
の
た

め
に
働
い
て
き
た
の
だ
」
と
言

い
返
さ
れ
、
さ
ら
に
怒
っ
て
い

た
▼
議
員
が
地
元
の
た
め
に
働

く
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う

が
、
議
員
の
仕
事
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
だ
け
な

ら
議
員
報
酬
だ
け
で
い
い
は
ず

で
あ
る
▼
今
地
方
の
時
代
と
言

わ
れ
て
い
る
。
議
会
の
活
性
化

や
、
審
議
力
量
の
強
化
の
た
め

に
議
員
は
市
政
の
在
り
方
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
能
力
や
、
調
査
・
研

究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
金
は
税
金
か
ら

賄
い
ま
し
ょ
う
と
設
け
ら
れ
た

の
が
政
務
活
動
費
な
の
だ
と
い

う
▼〝
も
っ
と
地
元
の
た
め
に
”

と
多
く
の
市
民
が
思
う
の
は

「
富
山
市
政
が
中
心
部
に
ば
か

り
力
が
入
っ
て
い
る
」
こ
と
へ

の
不
満
が
あ
る
と
思
う
。
市
の

中
心
部
の
発
展
が
富
山
市
の
発

展
と
言
わ
ぬ
ば
か
り
の
市
政
、

そ
の
善
と
悪
、
対
案
の
調
査
・

研
究
を
政
務
活
動
費
で
行
い
、

市
民
に
提
供
し
、
議
会
で
論
議

し
、「
地
元
」（
市
民
）
の
期
待

に
応
え
て
ほ
し
い
。�

（
Ｈ
）

内 視 鏡

組織現況 2016年10月31日現在

組合員数

26，631　�人

出資金総額

94，640万円

一人当たりの出資額

35，537　円

成
功
さ
せ
よ
う
！　

　
「
怒
る
富
士
」公
演

　
前
進
座
公
演
「
怒
る
富
士
」
が
二
月
九
日
（
木
）
、
富
山
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
す
。

富
山
医
療
生
協
で
は
「
怒
る
富
士
・
成
功
さ
せ
よ
う
会
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
で
チ
ケ
ッ
ト
の
普
及

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
時

代
（
宝
永
四
年
）
に
実
際
に
あ

っ
た
富
士
山
の
噴
火
と
当
時
の

出
来
事
を
題
材
に
し
て
、
新
田

次
郎
が
小
説
化
し
た
『
怒
る
富

士
』。
前
進
座
が
劇
化
し
、
一

九
八
〇
年
六
月
に
初
日
の
幕
を

開
け
、
全
国
を
巡
演
し
て
い
ま

す
。

　
新
田
次
郎
は
前
進
座
公
演
に

際
し
て
「
劇
化
に
寄
せ
て
」
と

挨
拶
文
の
中
で
こ
う
語
っ
て
い

ま
す
。

　「『
怒
る
富
士
』
を
書
い
た

動
機
は
伊
奈
半
左
衛
門
と
い

う
関
東
郡
代
に
惚
れ
込
ん
だ

か
ら
だ
。
…
中
略
…
身
命
を

賭
け
て
民
衆
を
守
る
、
そ
う�

い
う
政
治
家
が
徳
川
時
代
に
い

た
事
実
に
、
私
は
新
鮮
な
驚
き

を
感
じ
、
こ
の
よ
う
な
人
物
が

現
代
に
こ
そ
必
要
で
は
な
い

か
、
そ
ん
な
気
持
ち
で
こ
の
小

説
を
書
い
た
。」

（
一
九
八
〇
年
　
初
演
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

自
然
災
害
と
人
間
と
　
　

　
政
治
の
あ
り
方
考
え
る

　
東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一

原
発
事
故
か
ら
五
年
九
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
原
発
事
故
が
未

だ
収
束
し
な
い
福
島
で
は
、
避

難
し
た
人
も
踏
み
と
ど
ま
っ
た

人
も
「
健
康
・
い
の
ち
と
暮
ら

し
」
の
保
障
が
奪
わ
れ
た
ま
ま

で
す
。「
民
百
姓
を
見
捨
て
て

は
な
ら
ぬ
」
伊
奈
半
左
衛
門
が

居
並
ぶ
幕
閣
に
向
か
っ
て
発
し

た
言
葉
。
時
代
を
超
え

て
“
政
治
は
誰
の
た
め

に
行
う
の
か
”
を
問
う

作
品
で
す
。

　
現
状
を
変
え
て
い
く

の
は
国
を
含
め
た
政
治

の
あ
り
方
と
住
民
の
自

治
の
力
で
す
。
こ
の
お

芝
居
を
通
じ
て
協
同
の

力
と
政
治
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
、
前
進
座

の
演
劇
を
観
る
機
会
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
六
月
に
は
、

み
え
医
療
福
祉
生
協
主
催
の

『
怒
る
富
士
』
を
観
ま
し
た
。

前
進
座
ら
し
い
、
期
待
を
裏

切
ら
な
い
舞
台
で
し
た
。

　
原
作
者
の
新
田
次
郎
さ
ん

は
、「
こ
の
劇
団
な
ら
、
政

治
性
と
科
学
性
と
い
う
も
の

の
中
に
生
き
る
人
間
像
を
み

ご
と
に
描
い
て
く
れ
る
だ
ろ

う
と
思
っ
た
」
と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の
通
り
で
、

音
響
・
照
明
・
映
像
・
演
技

力
を
駆
使
し
た
圧
巻
の
舞
台

で
し
た
。
特
に
、
嵐
圭
史
さ

ん
（
伊
奈
半
左
衛
門
役
）
は

膨
大
な
台
詞
を
流
れ
る
よ
う

に
語
ら
れ
、
大
変
存
在
感
が

あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の

史
実
を
、
前
進
座
が
四
十
年

近
く
語
り
継
い
で
い
る
事
は

驚
き
で
す
。

　
八
月
か
ら
四
回
の
「
成
功

さ
せ
よ
う
会
」
を
開
き
ま
し

た
。出
演
者
の
益
城
宏
さ
ん
、

妻
倉
和
子
さ
ん
、
上
沢
美
咲

さ
ん
が
来
て
下
さ
り
、『
怒

る
富
士
』
の
み
ど
こ
ろ
を
熱

く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
の
演
劇
に
は
迫
力
、
力

強
さ
が
あ
り
ま
す
。
演
劇
が

好
き
な
人
も
、
観
た
事
が
な

い
人
で
も
、
感
動
す
る
素
晴

ら
し
い
舞
台
で
す
。
今
回
の

富
山
で
の
公
演
、
多
く
の
人

に
来
て
い
た
だ
き
、
会
場
を

感
動
で
一
杯
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
組
合
員
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
う
で
な

い
人
に
も
幅
広
く
お
誘
い
の

声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
演
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

多
く
の
人
に
観
て
も
ら
い
た
い

成
功
さ
せ
よ
う
会 

会
長
　
土
市
け
い
子

みん
なで
観に行

こう

以前に前進座の芝
居を観たことがあ
る方が、「前進座
だったら…」と友
達を何人も誘って
くれました。

地区センターや農
協の支所の前にポ
スターを貼らせて
もらった。色々な
ところで広げてい
きます。

お歳暮がわりに
親せき、親御さ
んにプレゼント
してみたら。

復興支援の力に
なるよう、多く
の人に呼びかけ
たいです。

東
日
本
大
震
災
、
復
興
支
援
五
周
年
企
画

　
　
ひ
ろ
が
れ
協
同
、
咲
か
そ
う
地
域

「成功させよう会」では、各地での
取り組みの状況が話されました。

子どもにもぜひ
観てもらいたい
芝居だから、す
すめたいです。
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富
山
市
自
治
体
健
診
は
12
月
28
日
ま
で

医
療
生
協
組
合
員
で
富
山
市
の
受
診
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
が
無
料
と
な
り
ま
す

たすけっとクラブ通信 No.44

ご利用、協力者登録のお問い合わせは
「たすけっとクラブ」☎０７６－４４１－８３５４まで

【
応
募
方
法
】

　
パ
ズ
ル
の
解
答･

住
所･

氏
名

･

年
齢
と
、
虹
の
ま
ち
の
紙
面

や
医
療
生
協
へ
の
ご
意
見･

ご

要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
併

せ
て
明
記
の
上
ハ
ガ
キ
、
又
は

富
山
医
療
生
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
一
面
右
上
に
記
載
）
の
「
お

問
合
せ
」
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募

下
さ
い
。

　
尚
、
虹
の
ま
ち
に
掲
載
さ
せ

て
頂
く
事
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

【
あ
て
先
】

　
〒
九
三
一
―

八
五
〇
一
富
山
市

豊
田
町
一
―

一
―

八
　
富
山
医
療

生
協
「
虹
の
ま
ち
」
パ
ズ
ル
係

【
賞
品
】

　
正
解
者
の
中
か
ら
十
名
の
方
に

五
百
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

【
し
め
き
り
】

　
十
二
月
末
日
の
消
印
有
効

【
十
月
号
の
解
答
】

【
問
題
】

　
カ
ギ
を
解
き
、 

二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き

る
言
葉
は
何
？

 

★ 

た
て
の
カ
ギ 

★

①
○
○
向
き
に
検
討

②
自
己
　
　
に
陥
る

③
精
も
○
○
も
尽
き
果
て
た

④
　
　
リ
ボ
ン
。
　
　
ジ
ェ
ッ

ト
⑥
次
の
回

⑧
監
督
し
検
査
す
る

⑨
過
疎
の
対

⑪
お
国
　
　
、
腕
　
　

⑬
人
ご
み
で
は
○
○
に
ご
用
心

⑮
○
○
の
ひ
と
声

 

★ 

よ
こ
の
カ
ギ 

★

①
勝
ち
○
○
に
こ
だ
わ
る

③
み
ず
う
み

⑤
試
合
前
に
　
　
を
組
む

⑦
♪
○
○
を
越
え
て
行
こ
う
よ

⑧
○
○
兵
器
廃
絶
！

⑩
偉
大
な
人
。
　
　
伝

⑫
失
敗
。
○
○
プ
リ
ン
ト

⑭
乾
布
　
　
、
貿
易
　
　

⑯
お
つ
り
。
　
　
を
受
け
取
る

1 2 3 4

5 6

7 8

9 10 11

12 13 14 15

16

【
十
月
号
の
当
選
者
10
名
】
敬
称
略

渡
辺
　
敬
子
（
富
山
市
長
江
新
町
）

追
谷
　
友
子
（
富 

山 

市 

高 

木
）

金
尾
　
保
夫
（
富

山

市

豊

田

町
）

山
田
　
コ
ト
（
富

山

市

豊

田

町
）

三
寶
　
律
子
（
富

山

市

高

屋

敷
）

高
橋
　
幸
子
（
富
山
市
水
橋
伊
勢
屋
）

井
上
　
靖
子
（
富 

山 

市 

犬 

島
）

酒
井
美
知
代
（
富 

山 

市 

中 

島
）

彼
谷
　
礼
子
（
高

岡

市

鷲

北

新
）

久
郷
　
邦
子
（
富
山
市
中
川
原
台
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

転
居
先
を
必
ず

　
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
住
所
・
電
話
番
号
の
変
更
や

家
族
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

生
協
本
部
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

十
月
号
の
解
答
ハ
ガ
キ 

よ
り

忘
れ
ら
れ
な
い
誕
生
日

�

富
山
市
豊
丘
町 

山
下
　
栄
子
さ
　

　
ん

　
私
は
八
月
の
下
旬
に
七
十
八

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
日
は
ひ
ま
わ
り
で
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
で
、
近
く

の
寺
の
ご
住
職
が
ひ
ま
わ
り
へ

来
ら
れ
て
約
一
時
間
の
法
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
富
山
弁
を
入
れ
な
が
ら
の
話

は
退
屈
す
る
こ
と
な
く
お
聞
き

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ

し
て「
今
日
八
月
二
十
六
日
に
、

こ
の
世
に
生
を
受
け
ら
れ
た
の

が
私
の
前
に
お
ら
れ
る
山
下
さ

ん
で
す
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
時
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
、
思
わ
ず
涙
が
出
ま
し
た
。

今
ま
で
で
最
高
の
誕
生
日
と
な

り
ま
し
た
。

　
職
員
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

皆
さ
ん
が
誕
生
日
の
歌
を
う
た

っ
て
く
だ
さ
り
、
職
員
一
同
と

の
こ
と
で
写
真
入
り
の
カ
ー
ド

と
ス
テ
キ
な
ポ
ー
チ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

出
会
い
に
感
謝

�

富
山
市
長
江
新
町 

渡
辺
　
敬
子
さ
　

　
ん

　
医
療
生
協
の
魅
力
に
つ
い
て

十
月
号
で
は
と
て
も
わ
か
り
や

無料法律相談のご案内

春山然
の り

浩
ひ ろ

弁護士（富山中央法律事務所）

時間は午後２時～４時

・１月18日（水）
・２月16日（木）
・３月16日（木）
場所 富山協立病院地域連携室

◎お申込･地域連携室 ☎076－444－5708

予約して
ください

エ コ ケ イ マ
ト ウ ア ン ト

ダ シ ル イ
ミ タ キ ビ
ス リ ボ ー ト
イ ン ス ウ ク

応募119通
正解119通

アスリート

す
く
、
こ
の
出
会
い
を
皆
さ
ん

に
感
謝
し
て
い
ろ
い
ろ
こ
れ
か

ら
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

切
り
取
っ
て
お
こ
う

�

富
山
市
長
岡
新 

本
島
　
京
子
さ
　

　
ん

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
っ

て
本
当
に
ど
ん
な
所
か
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
説
明
が
し

っ
か
り
と
書
か
れ
て
あ
り
良
く

わ
か
り
ま
し
た
。
切
り
取
っ
て

お
こ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

心
か
ら
嬉
し
い

�

富
山
市
新
屋 

岡
島
　
夕
紀
さ
　

　
ん

　
休
日
や
夜
間
に
電
話
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
も
い
い
で
す
よ
。

と
十
月
の
診
療
体
制
表
に
書
い

て
あ
り
、
こ
の
言
葉
を
心
か
ら

嬉
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

人
と
会
話
す
る
き
っ
か
け

�

富
山
市
上
新
保 

小
池
　
貴
子
さ
　

　
ん

　
い
つ
も
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
と
、
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募

を
た
の
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
は
少
し

む
ず
か
し
く
、
周
り
の
人
に
き

き
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
人
と

会
話
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

健
康
長
寿
と
運
動
（
二
）

富
山
協
立
病
院
　
整
形
外
科
　
石
井
　
佐
宏

参
加（
投
票
）を
呼
び
か
け
る

こ
と
を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

③
「
虹
の
出
会
い
月
間
」
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
、
よ
り
多

く
の
組
合
員
と
職
員
が
参
加

し
、
創
意
工
夫
の
中
で
年
間

目
標
の
八
割
を
達
成
す
る
た

め
協
議
し
ま
し
た
。
　

④
前
進
座
公
演
「
怒
る
富
士
」

を
、
月
間
と
結
び
つ
け
て
成

功
さ
せ
よ
う
と
呼
び
か
け
が

あ
り
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
九
日（
土
）、
コ
ー

プ
と
や
ま
北
部
セ
ン
タ
ー
二
階

会
議
室
に
お
い
て
、
定
数
二
十

八
名
中
十
九
名
の
出
席
で
第
五

回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

①
九
月
と
上
半
期
の
事
業
概
況

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
事

業
所
・
組
合
員
の
課
題
と
実

践
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

②
社
会
保
障
制
度
の
充
実
の
為

に
も
、
政
策
の
学
習
と
政
治

16
年
度 

第
五
回
理
事
会
報
告

入院して、洗濯ものに困る
　一人暮らしの方や家族も病弱で、病院迄行けな
いなどの理由で、ご本人やケアマネを通じて相談
があります。
　入院しておられる病室とご自宅を往復して、着
替えたものと洗濯済みのものを交換する方、病院
の洗濯・乾燥機を使用して洗濯してたたんで衣料
ケースに入れる方など、毎月１～３人の方に入院
中、週１回の洗濯を依頼されて、お手伝いしてい
ます。「ほんとに助かります。」と言われます。

　協力者さんは洗濯物を通して、利用者さんから
病状や心配な気持ちをお話しいただいたりしま
す。初対面でありながら不安な気持ちを話したり、
励ましのことばをかけたりと、たすけっとクラブ
ならではの交流の機会ともなっているようです。
退院されるまで、医師から動いてもよいという許
可がでるまでの期間のお手伝い
ですが、協力者さんは、「自分
も動けなかったら困ると思う。
私の活動がお役に立っている事
がとてもうれしく感じていま
す。」と話しておられます。

超
高
齢
社
会

　
昔
は
人
生
五
十
年
と
言
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
平
均
寿

命
が
男
女
と
も
五
十
歳
を
超
え

た
の
は
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
わ

ず
か
四
十
年
で
七
十
五
歳
を
突

破
し
ま
し
た
！

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
が
七

％
を
超
え
る
と
高
齢
化
社
会
、

十
四
％
で
高
齢
社
会
、
二
十
一

％
で
超
高
齢
社
会
と
言
い
ま
す

が
、
今
や
二
十
六
％
。
世
界
で

ダ
ン
ト
ツ
の
長
寿
国
で
す
。

　
一
方
、
少
子
化
も
深
刻
で
、

高
齢
者
を
支
え
る
若
年
層
の
負

担
が
増
大
し
続
け
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
と
は

　
さ
て
、
主
題
の
健
康
寿
命
と

は
何
で
し
ょ
う
？
「
自
分
が
健

康
だ
と
自
覚
で
き
、
自
ら
外
出

し
、
社
会
に
参
加
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
前
向
き
に
行
動
で

き
る
期
間
」
で
す
。

　
現
在
の
平
均
寿
命
が
男
性
八

十
歳
、女
性
八
十
七
歳
と
し
て
、

健
康
寿
命
は
男
性
七
十
歳
、
女

性
七
十
四
歳
く
ら
い
で
す
。（
あ

く
ま
で
も
平
均
で
す
よ
。）

　
す
る
と
、
老
後
に
不
健
康
な

日
々
が
十
年
以
上
待
っ
て
い

る
！
と
い
う
計
算
に
な
り
ま

す
。
飽
食
と
運
動
不
足
の
現
代

社
会
で
は
、
長
寿
に
伴
う
べ
き

健
康
を
保
つ
こ
と
は
困
難
。「
ピ

ン
ピ
ン
こ
ろ
り
」
は
稀
で
す
。

　
身
体
の
運
動
に
関
わ
る
骨
、

筋
肉
、
関
節
、
神
経
な
ど
を
ま

と
め
て
運
動
器
と
称
し
ま
す
が

（
整
形
外
科
の
分
野
で
す
）、
か

つ
て
な
い
多
く
の
高
齢
者
の
運

動
器
障
害
と
い
う
社
会
的
大
問

題
が
出
現
し
た
の
で
す
。

ロ
コ
モ
！

　
こ
う
い
っ
た
危
機
的
状
況
へ

の
警
鐘
と
し
て
、
十
年
前
に
日

本
整
形
外
科
学
会
が
ロ
コ
モ
と

い
う
概
念
を
発
表
し
ま
し
た
！

ロ
コ
モ
ー
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）
と
は

「
加
齢
に
よ
る
運
動
器
の
障
害

に
よ
っ
て
、
要
介
護
に
な
る
危

険
性
の
高
い
状
態
」で
す
。学
会

と
し
て
は
流
行
語
大
賞
の
メ
タ

ボ
に
あ
や
か
ろ
う
と
、
ロ
コ
モ

と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
も
の
の
ヒ

医学部受験対策「模擬面接」  高校生40名が参加
　11月12日（土）、20日（日）に富山協立病院で医学部受験対策として「模擬面接」を開催
しました。医学部を受験する際には、センター試験などと合わせて、ほとんどの大学で面接
試験が実施されます。2010年から毎年開催しているこの企画は、10名程度からスタートし
ましたが、毎年参加者が増え続け、今年は40名もの高校生が参加しました。今年は、企画
のご案内をしていない高校からも「噂を聞いたのですが…」と問い合わせがあり、大変好評
です。
　模擬面接は、集団面接で3人ずつ別々の高校の生徒さんを組み合わせています。それによ
り、他の生徒さんがどのような様子なのかを知ることが出来ます。また、多くの生徒さんは
面接練習自体が初めてという状況であり、第三者から見
た自分を知る機会となっています。ぜひ多くの参加者に
医学部に合格してもらいたいという思いで、面接官もし
っかりと評価を返しています。また、面接終了後は面接
官との懇談の時間も設けました。
　参加した高校生からは、「実際面接してみると、いか
に緊張して話せないかを体験できた」「自分では気付け
ない姿勢や声への指摘をいただい
た」「地域医療の定義は様々で、し
っかりとした自論を持って話さなけ
ればならないと思った」「面接官の
方が丁寧に指導してくださったの
で、今後自分が何をすべきかが明確
になった」「医療従事者や、医学部
志望者と会えて、自分の目指す世界
の概要が具体的に見えて良かった」
などの感想をいただいています。ぜ
ひ医学部に合格し、将来の富山の医
療を担ってほしいと思います。
　富山民医連　医学生担当
� 後藤友歌栄

奨 学 生 募 集
対象者

貸与額

医学生、薬学生、看護学生の方
医学生……　7万円/月	〈1～4年〉
　　　……10万円/月	〈5～6年〉
薬学生……　5万円/月	〈1～4年〉
　　　……　7万円/月	〈5～6年〉
看護学生…　5万円/月	〈全学年〉

※返済免除制度あり。お気軽にお問い合わせください。（詳細はホームページをご覧ください）
※応募時期、学年は問いません。随時受け付けております。

富山協立病院　学生担当/後藤友歌栄　TEL076-433-1077
E-mail:igakusei@toyama-hcoop.com

ち ょ こ っ と 体 操 紹 介

腰モンロー運動

１・２・３・４運動

目的・効果

目的・効果

腰方形筋の強化
体幹のバランスの
強化
腰痛予防、転倒予防

大腿四頭筋・大腿筋膜
張筋・中殿筋・腸腰筋・
内転筋群・ハムストリ
ングスの強化、膝の痛
み予防、転倒予防

①胸の前で両手を組みましょう。
　※手は床と水平になるようにしましょう。
②重心を右側に移動させ、右殿部に体
重がかかるようにしましょう。
③その状態で左の臀
部を持ち上げまし
ょう。
　※�手が傾かないよう

に水平に保ちまし
ょう。

④そのまま5秒数え
ましょう。
⑤反対も同様に行い
ましょう。

①深く腰掛け、背筋を伸ばしましょう。
②右足のつま先を上げながら、膝を伸ばしましょう。
③膝が上を向いた状態で、足を外側へ開きましょう。
④その状態で、足を閉じて元の位置に戻しましょう。
⑤ゆっくりと膝を曲げ、床に足裏をつけましょう。
⑥反対も同様に行いましょう。
　※１・２・３・４と数えながら行いましょう。

この筋肉を鍛えておくことで、バランスがよくなり、歩
くときにふらつかなくなります。

この運動は股・膝関節の多くの筋肉を鍛える運動です。

ワンポイントアドバイス

ワンポイントアドバイス

伸ばす ・ 鍛える筋

腰方形筋

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
図
の
「
ロ
コ
チ
ェ
ッ

ク
」
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
一
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
ロ

コ
モ
か
も
？

　
い
く
つ
も
該
当
す
る
、
と
い

う
方
が
多
い
と
存
じ
ま
す
れ

ば
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

水平に保つ

伸ばす ・ 鍛える筋
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健
康
づ
く
り
委
員
会
で
は
、

地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
を

進
め
元
気
で
長
生
き
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
組
合
員

が
自
主
的
に
保
健
予
防
活
動
を

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
保
健
活
動
を
担
う
組
合
員

を
養
成
す
る
た
め
の
保
健
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

密
度
の
濃
い
内
容

　
保
健
講
座
は
、「
骨
密
度
な

ど
健
康
測
定
機
器
の
扱
い
方
」

「
理
学
療
法
士
よ
り
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
」「
管
理
栄
養

士
に
よ
る
す
こ
し
お
生
活
に
つ

い
て
」「
医
師
よ
り
医
療
生
協

の
八
つ
の
健
康
習
慣
と
二
つ
の

健
康
指
標
に
つ
い
て
」
の
講
義

な
ど
が
あ
り
、
密
度
の
濃
い
内

容
で
し
た
。

　
参
加
者
の
感
想
は
「
大
変
勉

強
に
な
っ
た
」、「
す
こ
し
お
を

す
す
め
た
い
」、「
健
康
寿
命
を

の
ば
す
た
め
に
体
操
を
継
続
す

る
こ
と
が
大
切
と
わ
か
っ
た
」

な
ど
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
が

伝
わ
る
内
容
で
し
た
。

求
め
ら
れ
る
保
健
予
防
活
動

　
地
域
包
括
ケ
ア
時
代
を
迎
え

地
域
で
の
保
健
予
防
活
動
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
保
健

講
座
を
修
了
し
た
十
三
名
の
組

合
員
が
保
健
係
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
保
健
係
の
皆
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く

り
を
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

健
康
づ
く
り
委
員
会

医
療
生
協

保
健
講
座

保
健
係
り
十
三
名
誕
生

▲地域で健康づくり広げます

▲健康相談会で保健係さんが活やく

　
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）
舟
橋
会
館
を
会
場
に
保
健
講
座
が

お
こ
な
わ
れ
二
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ッ
ト
せ
ず
、
認
知

度
は
四
割
に
も
達

し
て
い
ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
、
事
は

重
大
な
の
で
す
。

　
メ
タ
ボ
が
「
二

十
一
世
紀
の
国
民

病
」
な
ら
、
ロ
コ

モ
は
「
二
十
一
世

紀
の
老
衰
病
」
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

他
の
学
会
で
も
、

フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）、
サ
ル
コ
ぺ

ニ
ア（
筋
肉
減
少
）

と
し
て
注
目
さ
れ

とやま医療生協　虹のまち とやま医療生協　虹のまち第404号 第404号2016年12月 2016年12月富山医療生活協同組合機関紙 富山医療生活協同組合機関紙(３) (２)

ひまわり  076－433－7881　　きずな  076－439－3653　　えがお  076－407－0164　　ぽぷら  076－466－5227生協本部  076－441－8352　富山協立病院  076－433－1077　富山診療所  076－420－0367　水橋診療所  076－479－1414



▲「家庭医は患者さんの相談相手」と林医師

▲健康チェックは長蛇の列

▲「すこしお生活始めませんか」“塩分味覚チェックコーナー”

▲

11
月
17
日
　
和
合
八
重
津
支
部

　
支
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

�

22
名
参
加

▲

11
月
24
日
　
北
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　
保
健
教
室�

32
名
参
加

▲

11
月
13
日
　
上
市
支
部

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
身
を

守
る�

13
名
参
加

▲

11
月
14
日
　
南
部
支
部

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
訪
問

�

4
名
参
加

地域フラッシュ
　
班
は
二
年
前
に
発
足
し
二
カ

月
に
一
回
班
会
を
定
期
的
に
開

い
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
班
会
に
参
加
す
る

組
合
員
は
数
名
で
す
が
楽
し

く
、
笑
っ
て
悩
み
な
が
ら
班
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
な
か
ま
を

増
や
し
公
民
館
で
も
班
会
を
開

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　“
健
康
の
こ
と
”“
家
族
の
こ

と
”“
料
理
の
こ
と
”
等
な
ど

日
々
感
じ
る
こ
と
を
話
し
合
い

上
市
支
部　

経
田
班

班
紹
介
№
15

な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ

数
カ
月
理
学
療
法
士
の
指
導
の

も
と
リ
ハ
ビ
リ
体
操
や
膝
に
つ

い
て
学
び
、
ま
た
「
詐
欺
に
合

わ
な
い
」
だ
ま
さ
れ
な
い
消
費

者
に
な
る
た
め
に
学
び
ま
し

た
。
十
一
月
は
尿
チ
ェ
ッ
ク
を

し
な
が
ら
尿
の
検
査
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
今
後
も
み
ん
な
で
楽
し
く
話

し
合
い
な
が
ら
“
わ
”
を
大
切

に
、
班
会
を
す
す
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

班
長
　
山
崎
美
保
子

▲シルバーリハビリ体操でみんな元気

　
今
年
度
の
ま
つ
り
は
、
富
山

協
立
病
院
の
医
療
、
医
療
生
協

の
健
康
づ
く
り
体
験
の
場
に
し

て
も
ら
お
う
と
、
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
に
多
く
の

方
が
訪
れ
大
好
評
で
し
た
。
ま

た
、「
ま
つ
り
鍋
」
を
は
じ
め
、

医
療
生
協
各
支
部
の
様
々
な
模

擬
店
、
今
回
は
じ
め
て
参
加
し

た
富
山
駅
前
に
あ
る
「
ひ
げ
ラ

ー
メ
ン
」
も
大
勢
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
企
画
は
、
理
学
療
法

士
廣
本
祥
子
さ
ん
に
よ
る
「
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」、
広

田
支
部
の
澤
田
さ
ん
、
中
川
さ

ん
に
よ
る
「
ア
マ
チ
ュ
ア
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
」、
医
師
に
よ
る

健
康
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
松

井
法
生
医
師
は
『
増
え
続
け
る

糖
尿
病
と
合
併
症
を
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
!!
』
と
題
し
、
糖
尿
病
の
特

徴
か
ら
ど
う
し
た
ら
予
防
で
き

る
か
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
し

た
。
今
年
四
月
よ
り
赴
任
し
た

林
洋
平
医
師
は
、
専
門
分
野
で

あ
る
『
家
庭
医
療
』
に
つ
い
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ク
タ
ー
Ｇ
や
ド
ラ
マ

白
い
巨
塔
な
ど
、
分
か
り
や
す

い
た
と
え
を
交
え
な
が
ら
お
話

し
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
、
ど
ち
ら

も
、
会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
質

問
が
出
さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
今
回
紹
介
し
た
、
富
山
協
立

病
院
の
医
療
内
容
や
医
療
生
協

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
こ

みんなで楽しみ　みんなが笑顔

　支部の運営委員さんが、貧困で苦しみ、世界で一
番平均寿命が短い国（46才）といわれる、西アフ
リカのシエラレオネの子どもたちに文房具などを送
る活動に関わっておられます。
　エボラ出血熱などで、親を亡くした子どもも多く、
とても喜んでもらえるそうです。不要になった文
房具や学用品などがありましたらお寄せください。�
使いかけでもＯＫだそうです。
　鉛筆、クレヨン、消しゴム、
　ノート、定規、ピアニカ　などなど
� 新庄支部支部長：飯野義直
お問合せは、組織部　☎076－441－8351まで

くらしの学校

日　時：１月26日㈭　14：00～16：30
会　場：富山協立病院東別館３階会議室
講　演：
　◆「終末期の定義・医療について」（仮題）
� 講師：与島明美医師　
　◆「ライフデザインノートの話」（仮題）
� 講師：青山美春看護師
分散会：ライフデザインノートを実際に書き

ながら、意見交流をします。

富山協立

　病院まつり
に

� 300人
　11月13日（日）に、富山協
立病院を会場に病院まつりを開
催しました。健康講座、健康チ
ェック、模擬店などが企画され、
秋晴れのお天気のもと、にぎや
かなまつりとなりました。

れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
地
域
に
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
医
師

を
は
じ
め
職
員
を
班
会
に
お
呼

び
下
さ
い
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
準
備

に
ご
苦
労
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
ご
意
見
や
ご
要
望

を
お
寄
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

病
院
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

�

武
田
桂
一

シエラレオネの子どもたちに学用品を

「考えよう私の終末期
� 書いてみようライフデザインノート」

　「最期の時まで自分らしく生きる」ことは、
多くの方の関心事です。今回は終末期について
学び深める講座です。お気軽にご参加下さい。

お問い合わせ
　富山医療生協組織部
　TEL 076－441－8351

すこやかドック健診　受けましょう
　毎年好評の1万円で2万5千円
分のドック健診が受けられる

「すこやかドック受診券」を12
月15日より取扱い開始します。
　今年、健診を受けていない方、「健診なんか…」
と数年受けていない方。ぜひ、ご活用ください。 
プレゼントとしても喜ばれています。
　お取扱い：全事業所で取り扱っています。
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